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ふ じ え だ 市 議 会 だ よ り

令和６年９月５日号
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この貴重な体験で、 市議会に

すごく興味がわいてきた。

今度、 機会があったらぼうちょうして

みたいと思いました。とても楽しそうで、

いつか議員になって

みたいと思った。

令和６年６月24日

児童からの感想

藤枝小学校６年生

　　　　　 に来てくれました！社会科見学

住んでよかったと思われる町を創りたい

と言っていてすごいと思った。

学校関係者様へ
社会科見学につきまして、ご希望がありましたら
お問い合わせください。

議会の様子を見てみたいと

思いました。
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永
年
勤
続
表
彰

　このたび議員各位のご信託をいただき副議長に就任いたしました。3期
10年の間に経験させていただいた委員長職や、一般質問等で培った市当局
との建設的な議論のやりとりは、私自身の大きな糧になっています。執行
部並びに議会はともに、市民の生活向上と福祉の増進、安全安心なまちづ
くりのために日々励んでいますが、市民に歓迎され、実効性の高い施策と
なるよう事業の中身や予算規模等を市民の側に立って検討し、最適解に導
くよう努めています。議長を補佐するとともに、議会は市民の負託に応え
る立場にあることを強調してまいります。

71代　平井　登　副議長

　市制70年、サッカーのまち100年の伝統ある藤枝市の議長と致しまして、
市民の皆様の生命・安全・安心を守るため、市民の声を聴き寄り添い、ま
た、市民の関心・信頼を高めるよう広報広聴活動の更なる充実と進化を進
めたいと思います。近隣市町や県・国との繋がりを大切にして、緊密な連
携を取りながら、自治体経営の一翼を担う議会として、市当局と議会との

『パス』を繋ぎ、市民が「生活の中での幸福感」を感じることを『ゴール』
と目指し、市議会全員で信頼される議会づくりに努めて参ります。

64代　油井　和行　議長

正副議長あいさつ

　「市民の皆さまの心に寄り添い、幸せな未来を
共に創ります」と掲げ立候補し、議員になりまし
た。これからも初心を忘れず、一生懸命に活動し
て参ります。宜しくお願い致します。

寺田　亜記子（藤のまち未来）
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ひとこと

33



発議案第12号　藤枝市議会会議規則の一部を改正する規則

発議案第13号　刑事訴訟法の再審規定(再審法)の改正を求める意見書

令和６年６月定例月議会の概要　日程：６月28日～７月25日（28日）

議員研修会を開催しました

市議会BCP（業務継続計画）について～必要性と作成のポイント～

実施日　令和６年５月10日（金曜日）
講　師　跡見学園女子大学
　　　　教授　鍵屋　一　氏

災害時の執行機関と議員の役割やBCP（業
務継続計画）について、災害事例等を通し
てわかりやすく講演いただきました。

pick up!

44

人事案件　次の人事案件について同意しました。

◆　第49号議案　　　副市長　大畑　直已さん（善左衛門二）

　工事の概要については、陶芸センター及び道の駅

の新たな建設並びに瀬戸谷温泉ゆらくの長寿命化工

事を施工するものです。令和７年３月14日完成を予

定しております。

「建設工事請負契約の締結について（（仮称）

新陶芸センター・道の駅建築工事及び瀬戸谷

温泉施設改修工事）」（第47号議案）

本年度施行した「認知症とともに生きる共創

のまちづくり条例」に基づき、認知症施策に

関する計画の策定及び認知症への理解を促進

するため、所要の補正を行うものです。

「令和６年度藤枝市介護保険特別会計

補正予算」（第1号）（第41号議案）

　令和６年６月定例月議会で審議した市長提出議案11件、議員発議案２件について、全議案とも原案
どおり可決・同意とされました。

・予算案件　　　３件
・条例案件　　　５件
・その他案件　　２件
・人事案件　　　１件

市長提出議案（第39号議案～ 49号議案）

※各議案については、藤枝
市議会ホームページをご
覧ください。



令和５年度　政務活動費
　令和５年度政務活動費はこのように使われました。
政務活動費とは、地方自治法の規定に基づき条例で
定められており、議員の調査研究その他の活動に資
するため必要な経費の一部として、会派及び会派に
所属しない議員に対し交付される費用です。藤枝市
議会の政務活動費は、１人あたり年額300,000円で
あり、一括して年度当初に各会派（または議員）に
交付され、支出に要した経費を控除して残余がある
場合は市に返還しています。

広聴費1%

資料作成費1％

要請・陳情
活動費3％

資料購入費3%
事務所費
15%

広報費
49%

研修費
14%

調査研究費
14%

令和５年度政務活動費科目内訳

令和５年度　政務活動費科目別支出内訳 （単位：円）
藤新会 藤のまち未来 日本共産党 公明党 池田博議員 計

交付額 2,862,174 2,100,000 600,000 600,000 300,000 6,462,174 

支出内訳

調査研究費 51,240 712,877 764,117 

研修費 583,270 99,039 73,390 755,699 

広報費 1,345,437 922,801 301,583 44,000 2,613,821 

広聴費 5,670 5,670 

要請・陳情活動費 135,330 135,330 

会議費 0 

資料作成費 20,720 26,310 19,380 2,110 68,520 

資料購入費 14,256 11,160 38,482 116,006 11,160 191,064 

人件費 0 

事務所費 152,078 369,560 129,595 127,305 23,590 802,128 

小計 2,281,611 2,037,118 600,679 336,081 80,860 5,336,349 

返納額 580,563 62,882 0 263,919 219,140 1,126,504 

実績交付額 2,281,611 2,037,118 600,000 336,081 80,860 5,335,670 

※令和５年度の政務活動費の内訳
はこちらからご覧ください

実施日　令和６年７月17日（水曜日）
講　師　認知症介護研究・研修東京センター　
　　　　副センター長　永田　久美子　氏

本年４月の「藤枝市認知症とともに生きる共創のまちづくり条例」
施行に伴い研修会を開催し、認知症施策の講演と市の担当課の条
例についての説明後、グループワークを行い、認知症施策の目指
すべき方針の共有や条例の理解を深めました。

～藤枝市認知症とともに生きる共創のまちづくり条例の制定に伴う研修会～
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●�議員が市の一般事業に対して、執行状況や

将来の方針をただしたり、政策的な提言を

行います。質問は１議員50分以内です。

●一般質問コーナーの掲載記事は、発言議員

　本人からの寄稿によるものです。

●�市ホームページで議会録画映像の配信や

「会議録の検索」により一般質問など本会

議の詳しい内容も、ご覧になれます。
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す
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。
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す
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携
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受
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。
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。
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損
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携
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取
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で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
衛
生
面
の
悪
化
は
被
災
者
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え

二
次
、
三
次
の
被
害
に
つ
な
が
る
大
変
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
こ
の
教
訓
を
生
か
す
事
は
急
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
事
業
所
が
策
定
す
る
防
災
計
画
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
、

ト
イ
レ
対
策
を
盛
り
込
む
よ
う
促
す
と
と
も
に
、
計
画

に
基
づ
く
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
中
に
携
帯
ト
イ
レ
整
備
費
の
一
部
を
支
援
す
る

た
め
の
費
用
を
予
算
化
し
、
児
童
施
設
も
含
め
、
福
祉

施
設
全
体
の
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
明
党

議
員

山
本
　
信
行

本
市
の
大
規
模
災
害
対
策
に
つ
い
て

一般質問一般質問
６月定例月議会の一般質問は、
７月９日(火)、10日(水)、11日(木)の
3日間にわたり行われました。 インターネット議会中継

会議録検索システム
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藤
新
会

議
員

神
戸
　
好
伸

問
平
成
十
三
年
に
新
聞
店
と
取
り
交
わ
さ
れ
た
支
援
協
定

の
実
効
性
と
課
題
を
伺
う
。

答
昨
今
の
大
規
模
災
害
発
生
後

は
、
避
難
に
よ
っ
て
無
人
状

態
に
な
っ
た
地
域
や
警
察
等

が
人
命
救
助
活
動
に
集
中
し

て
い
る
隙
を
狙
っ
た
窃
盗
や

空
き
巣
な
ど
の
犯
罪
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
内
五
社
の
新
聞
店
及

び
警
察
と
連
携
し
た
防
犯
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な

協
定
を
本
年
度
中
に
締
結
す
る
。
具
体
的
に
は
、
配
達

用
バ
イ
ク
の
ド
ラ
レ
コ
を
「
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
」
と
し

て
被
災
地
域
に
配
置
し
犯
罪
抑
止
体
制
を
構
築
し
て
い

く
た
め
、
警
察
、
新
聞
店
、
自
治
会
と
課
題
の
洗
い
出

し
や
検
証
を
進
め
、
犯
罪
抑
止
力
を
高
め
て
い
く
。

問
「
藤
枝
お
や
こ
館
」
の
入
る
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤
枝
の
借
地
契

約
更
新
に
あ
た
っ
て
本
市
と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
官
民
連
携
で
全
面
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
、
藤
枝

お
や
こ
館
も
更
な
る
機
能
、
魅
力
の
向
上
や
こ
ど
も
が

遊
べ
る
新
た
な
新
施
設
の
導
入
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

問
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
っ
た
際
に
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
の
核
と

な
る
屋
内
型
の
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
な
ど
と
い
っ
た
考
え
は

あ
る
か
伺
う
。

答
今
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
し
て
も
藤
枝
お
や
こ
館
の

運
営
協
議
会
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問
薮
田
川
改
修
の
残
５
８
０
ｍ
の
今
後
の
予
定
は
？

答
薮
田
川
残
５
８
０
ｍ
の
改
修
は
、
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
保

護
の
観
点
か
ら
バ
イ
パ
ス
水
路
案
で
進
め
て
お
り
、
決

定
後
、
町
内
会
に
報
告
す
る
。

問
改
修
さ
れ
た
薮
田
川
の
起
点
か
ら
の
水
は
、
遊
水
公
園

に
流
れ
ま
す
。
湿
地
帯
に
は
花
菖
蒲
や
ハ
ス
の
花
が
咲

き
湖
畔
の
木
々
に
は
鳥
た
ち
の
囀
り
が
聞
こ
え
川
面
す

れ
す
れ
に
飛
ぶ
カ
ワ
セ
ミ
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

更
に
下
流
に
は
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
の
練
習
場
が
あ
り
、
サ
ポ
ー

タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
応
援
席
を
埋
め
尽
く
し
、
隣
接
さ
れ

た
多
目
的
広
場
に
は
、
誰
で
も
が
一
緒
に
プ
レ
イ
で
き

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
体
験
農
園
で

は
小
学
生
が
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
レ
ン
コ
ン
を
収
穫

し
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
や
鯉
な
ど
の
釣
り
も
出
来
て
、
多
く
の

観
光
客
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
想
像
で

あ
り
ま
す
が
葦
が
蔓
延
り
絶
滅
危
惧
種
の
カ
ワ
バ
タ
モ

ロ
コ
を
護
り
な
が
ら
新
た
な
遊
水
公
園
を
開
発
さ
れ
た

い
が
・
・
・
。

答
現
在
河
川
改
修
に
よ
る
治
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

貴
重
な
自
然
環
境
に
も
配
慮
す
る
中
で
、
堤
防
や
水
辺

な
ど
の
河
川
空
間
を
活
用
し
た
交
流
の
場
の
創
出
も
含

め
、
神
戸
議
員
の
提
案
も
参
考
に
し
、
よ
り
良
い
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

高
田
薮
田
川
の
氾
濫

子
育
て
支
援
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

清
里
遊
水
公
園
と
し
て
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
に

問
こ
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、
民
間
と
連
携
し
た
支
援
の

拡
充
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
。

答
市
で
は
、
N
P
O
法
人
な
ど
と
連
携
し
、「
こ
ど
も
食

堂
」
や
「
こ
ど
も
の
居
場
所
事
業
」
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
企
業
の
方
々
と
こ
ど
も
食
堂
の
視
察
を
行
っ
た
際

に
は
、「
食
料
提
供
な
ど
何
ら
か
の
支
援
を
継
続
的
に

行
い
た
い
」
と
い
う
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
。
こ
ど
も

や
子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
産

業
界
の
そ
う
し
た
思
い
を
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

に
し
っ
か
り
と
結
び
付
け
、
市
全
体
で
考
え
て
い
く
体

制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
「
れ
ん
げ
じ
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ル
・
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」
の

施
設
全
体
の
利
用
を
、
こ
ど
も
中
心
の
利
用
方
法
に
変

え
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
親
子
や
こ
ど
も
、
成
人
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
様
々

な
教
室
を
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
で
は
催
し
て
い
る
が
、
教

室
が
な
い
と
き
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
を
活
用
し
た
鬼

ご
っ
こ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
楽
し
み
企
画
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
開
放
も
、
指
定
管

理
者
の
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
こ
ど
も
た
ち
が
広
々
と

遊
べ
る
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

酷
暑
の
中
、
小
さ
な
こ
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
天
候
型
の
「
れ
ん
げ
じ
ス
マ
イ
ル

ホ
ー
ル
」
を
全
体
と
し
て
こ
ど
も
が
遊
べ
る
よ
う
に
し

て
、
こ
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
場
所

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

藤
新
会

議
員

山
川
　
智
己

こ
ど
も
基
本
条
例
に
基
づ
く
こ
ど
も
施
策
に
つ
い
て

藤
新
会

議
員

大
石
　
心
平
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日
本
共
産
党

議
員

さ
と
う
ま
り
こ

問
毎
日
の
外
遊
び
が
15
分
前
後
と
非
常
に
短
い
所
が
あ
る
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
酷
暑
で
外
遊
び
が
全
く
で
き
な
い

と
言
う
事
態
に
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
季
節
や
天
候
に
よ
り
制
限
が
あ
る
が
各
ク
ラ
ブ
で
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
30
分
以
上
外
遊
び
が
割
り
当
て
ら
れ
て

お
り
極
端
に
少
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
な
ぜ
体
育
館
や
図
書
館
の
利
用
が
進
ま
な
い
の
か
。

答
学
校
の
安
全
管
理
等
の
問
題
も
あ
り
、
学
校
終
了
後
に

貸
出
し
て
い
な
い
施
設
使
用
は
難
し
い
。

問
指
導
員
は
主
任
も
含
め
全
員
非
正
規
雇
用
。
知
識
や
経

験
が
必
要
と
さ
れ
命
を
預
か
る
責
任
の
重
た
い
仕
事
だ

が
非
正
規
で
よ
い
の
か
。

答
教
員
免
許
や
保
育
士
資
格
保
有
者
も
い
る
。
研
修
も
受

け
、知
識
も
経
験
も
あ
る
か
ら
、非
正
規
で
も
問
題
な
い
。

問
学
童
へ
の
子
ど
も
の
声
を
、

ど
の
よ
う
に
聞
く
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

意
見
箱
を
設
置
す
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

楽
し
い
学
童
保
育
の
た
め
に
、
指
導
員
の
増
員
が
必
要
。

知
識
経
験
資
格
を
持
つ
人
が
非
正
規
雇
用
な
の
は
問
題
。

改
め
る
べ
き
。
学
校
と
の
連
携
を
強
め
、
子
ど
も
と
保

護
者
の
声
を
よ
く
聞
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

問
高
洲
地
区
の
市
街
化
調
整
区
域
等
の
独
自
の
規
制
緩
和

に
つ
い
て
伺
う
。

答
高
柳
・
高
岡
四
丁
目
・
築
地
地
区
は
、「
土
地
利
用
誘

導
地
区
」
に
選
定
し
土
地
利
用
方
針
を
定
め
る
予
定
。

問
新
東
名
藤
枝
PA
へ
の
ス
マ
ー
ト
IC
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
の
構
想
は
、
企
業
誘
致
や
災
害
対
応
・
観
光
面
等
々

地
域
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
設

置
条
件
の
確
認
等
の
協
議
を
は
じ
め
た
。
現
時
点
で
は

目
標
時
期
の
明
示
は
困
難
だ
が
、
庁
内
関
係
課
に
よ
り

検
討
を
開
始
し
、
市
と
し
て
の
方
針
を
定
め
て
い
く
。

問
藤
枝
シ
テ
ィ
・
ト
レ
セ
ン
構
想
の
進
捗
を
伺
う
。

答
総
合
運
動
公
園
内
に
構
想
の
核

と
な
る
滞
在
型
交
流
拠
点
づ
く

り
を
、
令
和
８
年
度
頃
の
完
成

を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
。
堀

之
内
地
区
の
土
地
利
用
は
こ
れ

に
合
わ
せ
て
一
体
的
な
利
用
を

想
定
し
て
い
る
。

問
今
後
の
市
政
経
営
の
決
意
に
つ

い
て
伺
う
。

答
目
指
す
と
こ
ろ
は
市
民
の
皆
様

の
「
幸
せ
」。
選
挙
戦
で
お
聞
き
し
た
市
民
の
皆
様
の

切
な
る
声
と
市
政
へ
の
期
待
を
力
に
、
市
政
経
営
に
邁

進
し
て
い
く
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

「
変
化
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
！
」

子
供
の
豊
か
な
育
ち
を
支
え
る
学
童
保
育
に

つ
い
て

『
北
村
市
政
五
期
目
の
意
気
込
み
に
つ
い
て
』

持
続
可
能
な
都
市
に
す
る
革
新
的
な
政
策
に

つ
い
て

問
16
年
ぶ
り
と
な
る
選
挙
を
ふ
り
返
っ
て
の
総
括
は
？

答
多
く
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
市
政
経

営
の
在
り
方
、
政
治
姿
勢
に
お
い
て
、
新
た
な
方
向
性

を
見
出
す
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問
“
幸
せ
に
な
る
ま
ち
”
藤
枝
づ
く
り
の
展
開
は
？

答
「
幸
せ
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
創
る
こ
と
が
、
市
政

の
究
極
の
目
標
で
あ
り
、
市
長
の
最
大
の
責
務
で
あ
る

の
で
、
実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
市
民
に
寄
り
添
い
、
心

血
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

問
議
会
同
士
の
友
好
協
定
に
対
す
る
当
局
の
見
解
は
？

答
本
年
２
月
に
締
結
さ
れ
た
市
議
会
と
台
南
市
議
会
と
の

友
好
協
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
が
さ
ら
に

深
化
す
る
こ
と
や
今
後
の
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
意
義
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
台
湾
の
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

対
策
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
？

答
台
南
市
か
ら
本
市
へ
医
療
物
資
の
支

援
が
あ
り
、
有
効
に
活
用
の
上
、
昨

年
度
、
台
南
市
へ
副
市
長
が
訪
問
し

た
際
に
、
直
接
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。

感
染
症
の
大
流
行
な
ど
に
備
え
、
国

と
基
礎
自
治
体
の
役
割
分
担
の
動
向

を
見
極
め
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の
新
た
な
感
染
症
へ

の
対
応
の
検
討
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

北
村
市
政
５
期
目
の
抱
負
と
今
後
の
市
政
経

営
に
つ
い
て

台
南
市
と
の
友
好
交
流
に
つ
い
て

藤
新
会

議
員

植
田
　
裕
明

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

岡
村
　
好
男
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問
精
神
障
が
い
者
が
施
設
に
通
う
際
の
交
通
費
の
負
担
が

重
く
、
通
え
る
の
に
通
わ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
関
係

者
か
ら
の
要
望
も
あ
り
検
討
す
べ
き
。

答
自
ら
の
足
で
施
設
に
通
う
事
は
将
来
の
就
職
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
と
て
も
大
切
。
交
通
費
助
成
の
実
施

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

問
大
井
川
の
水
の
減
少
、
水
質
悪
化
は
許
さ
れ
な
い
。

J
R
東
海
は
2
0
1
3
年
に
毎
秒
2
ト
ン
減
る
水
の
全

量
を
大
井
川
に
戻
す
約
束
を
し
た
が
未
だ
に
そ
の
手
法

を
示
し
て
い
な
い
。
前
知
事
は
こ
の
達
成
な
く
工
事
を

認
め
な
か
っ
た
。
新
知
事
は
最
後
に
は
政
治
判
断
も
あ

り
得
る
と
発
言
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
だ
。
こ
の
問
題

の
解
決
な
く
、
市
も
工
事
は
認
め
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。

答
水
問
題
の
解
決
な
く
し
て
工
事
は
あ
り
得
な
い
。
許
可

権
は
県
で
政
治
判
断
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

住
民
と
協
議
す
る
よ
う
J
R
に
働
き
か
け
る
。

問
市
に
権
限
な
く
と
も
、
市
長
の
発
言
は
非
常
に
重
い
。

J
R
は
開
業
の
遅
れ
を
静
岡
の
責
任
と
何
度
も
記
者
会

見
を
開
き
、
も
っ
と
深
刻
な
他
県
の
工
事
の
遅
れ
を
隠

す
卑
劣
な
会
社
だ
。
そ
う
い
う
会
社
と
非
公
開
で
協
議

を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
。

答
意
志
の
決
定
な
ど
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
今
後
公

開
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問
児
童
・
生
徒
用
端
末
の
昨
年
度
の
故
障
台
数
・
代
替

機
台
数
と
通
信
環
境
の
改
善
等
の
今
後
の
対
応
は
。

答
故
障
は
１
５
６
８
台
。
代
替
機
は
３
０
０
台
。
修
理
に

最
長
４
か
月
か
か
る
。
端
末
更
新
時
に
は
予
備
機
と
し

て
15
%
分(

約
１
６
０
０
台)

を
確
保
す
る
予
定
。
通
信

環
境
の
改
善
の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

問
ほ
か
の
自
治
体
の
児
童
・
生
徒
用
端
末
の
OS
は
ク
ロ
ー

ム
が
多
い
が
更
新
予
定
の
端
末
の
OS
に
つ
い
て
は
。

答
教
師
の
異
動
を
考
え
れ
ば
ク
ロ
ー
ム
が
適
す
る
が
、
児

童
・
生
徒
の
利
便
性
を
中
心
に
考
え
、
現
在
丁
寧
な
検

討
を
進
め
て
い
る
。

問
今
年
度
の
敬
老
の
日
の
対
象
者
と
要
す
る
経
費
は
。

答
対
象
者
の
75
歳
以
上
は
約
２
万
６
千
７
百
人
、
経
費
は

７
１
２
０
万
円
の
見
込
み
。

問
自
治
会
で
式
典
を
開
催
す
る
補
助
が
１
人
１
７
０
０
円

だ
が
、
式
典
を
や
っ
て
い
な
い
地
域
は
？

答
令
和
５
年
度
は
、
全
体
の
74
％
は
金
品
の
配
布
の
み
。

問
は
た
ち
の
集
い
は
、
現
状
３
０
０
万
円
の
経
費
で
あ
る

が
、
集
中
開
催
に
し
て
も
っ
と
投
資
し
て
は
ど
う
か
。

答
分
散
、
集
中
開
催
も
含
め
て
予
算
を
有
効
に
活
用
し
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
の
企
画
を
盛
り
込
む
等
参
加
し
た

く
な
る
式
典
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

子
ど
も
・
若
者
に
投
資
す
る
こ
と
は
、未
来
へ
の
投
資
！

問
市
立
総
合
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
心
不
全
地
域
連

携
チ
ー
ム
」
の
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

答
医
師
を
は
じ
め
「
心
不
全
療
養
指
導
士
」
の
資
格
を
有

す
る
看
護
師
な
ど
か
ら
な
る
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
医

師
会
と
多
職
種
連
携･

地
域
連
携
に
よ
る
切
れ
目
の
な

い
体
制
で
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

問
登
校
が
難
し
く
学
校
で
実
施
さ

れ
る
健
康
診
断
に
参
加
で
き
な

い
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学
校

以
外
で
受
診
す
る
体
制
の
整
備

が
で
き
な
い
か
。

答
受
診
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
予
算
を
確
保
し
「
か
か
り
つ

け
医
」
等
で
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
今
後
体

制
を
整
備
し
て
い
く
。

問
最
近
、
S
N
S
上
の
誹
謗
中
傷
を
防
ご
う
と
幾
つ
か
の

自
治
体
で
条
例
が
制
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
「（
仮
称
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷

等
の
防
止
条
例
」
を
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
S
N
S
の
書
き
込
み
で
、
い
じ
め
や
自
殺
を
誘
発
す
る

こ
と
も
あ
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
被
害
防
止
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
課
題
を

抽
出
し
て
条
例
の
制
定
に
向
け
て
研
究
し
て
い
く
。

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

川
島
美
希
子

子
ど
も
達
に
視
点
を
お
い
た
学
び
の
環
境
を

健
康
予
防
、
心
不
全
へ
の
対
応
に
つ
い
て

精
神
障
が
い
者
へ
の
交
通
費
助
成

大
井
川
の
水
を
守
っ
た
前
知
事
の
立
場
を

敬
老
の
日
・
は
た
ち
の
集
い
に
つ
い
て

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
関
連
し
て

日
本
共
産
党

議
員

石
井
　
通
春

公
明
党

議
員

大
石
　
保
幸
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問
本
市
の
認
知
症
条
例
に
関
連
し
た
施
策
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

答
本
年
4
月
に
県
内
初
と
な
る
認
知
症
条
例
を
施
行
し
た
。

認
知
症
当
事
者
の
交
流
の
場
や
、
若
年
性
認
知
症
の
方

と
家
族
の
交
流
会
、
認
知
症
の
方
に
や
さ
し
い
お
店
・

事
業
所
認
定
制
度
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問
具
体
的
な
施
策
の
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
本
年
度
「
認
知
症
施
策
推
進
計
画
」
を
策
定
。
認
知
症

の
方
や
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
共
創
を
実

現
す
る
施
策
を
総
合
的
、
且
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
。

今
後
は
、
学
校
教
育
も
含
め
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
認
知

症
の
方
と
触
れ
合
う
機
会
や
、
認
知
症
の
方
や
ご
家
族

等
の
継
続
的
な
雇
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
環
境
整
備
を

図
り
、
事
業
者
や
関
係
機
関
等
と
と
も
に
取
組
を
強
化

し
て
い
く
。

問
本
条
例
に
よ
る
支
援
と
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
の
主

な
違
い
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

が
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
。
一
方
、
条
例

に
よ
る
支
援
は
、
本
人
や
家
族
だ
け
で
な
く
、
関
係
機

関
を
含
め
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
認
知
症
と
と

も
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
共
創
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
と
な
る
。

問
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
の
創
出

に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
認
知
症
の
発
信
動
画
を
作
成
し
、
講

座
等
の
機
会
を
通
し
て
幅
広
い
年
代

へ
の
啓
発
に
つ
な
げ
る
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答
令
和
五
年
十
一
月
よ
り
焼

却
施
設
と
な
る
工
場
棟
の

建
築
本
体
工
事
に
着
手
。

現
在
全
体
工
程
の
概
ね

十
％
の
進
捗
。
来
年
一
月

か
ら
、
工
場
棟
内
に
設
置

す
る
プ
ラ
ン
ト
工
事
に
着

手
予
定
。
そ
の
後
管
理
棟

な
ど
の
建
築
工
事
を
経
て
、

令
和
八
年
度
に
供
用
開
始

予
定
。

問
地
域
医
療
に
お
け
る
今
後
の
病
院
の
役
割
と
取
組
方
針

に
つ
い
て

答
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
在
宅
医
療
等
の
ニ
ー
ズ
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、浜
松
医
科
大
学
と
連
携
し
、（
仮
称
）

藤
枝
市
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
を
来
年
度
中
を
目
処
に
開

設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
診
療
専
門
医
の
養
成
を
進

め
る
。
ま
た
、
急
性
期
と
回
復
期
の
切
れ
目
な
い
医
療

提
供
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
市
内
の
回
復
期
病
院
と

連
携
し
、
地
域
医
療
連
携
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

問
選
挙
の
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
？

答
毎
回
、
投
票
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
期
日
前
投
票
の

割
合
は
上
が
っ
て
い
る
の
で
期
日
前
投
票
の
場
所
や
日

時
を
増
や
す
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問
新
東
名
藤
枝
岡
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発
や

展
開
に
つ
い
て
、
岡
部
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
基
本
構
想
と

い
う
も
の
が
あ
る
が
そ
の
今
後
は
？

答
す
ぐ
に
出
来
る
も
の
で
は
な
い
が
、
岡
部
町
時
代
の
こ

の
施
策
は
当
然
考
え
に
は
入
っ
て
い
る
。
工
業
用
地
だ

け
で
な
く
居
住
地
域
と
し
て
も
構
想
に
入
っ
て
い
る
。

問
子
供
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
背
負
っ
て
い
く
国
の
宝
で

あ
る
。
義
務
教
育
の
間
の
学
校
給
食
を
無
償
化
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
子
育
て
世
代
の
負
担
の
軽
減
や
、
ま
た

若
者
世
代
の
藤
枝
市
へ
の
移
住
や
定
住
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
い
か
が
か
？

答
学
校
給
食
無
償
化
は
国
全
体
で
や
る
こ
と
で
あ
っ
て
今

は
難
し
い
。

議
員
の
ひ
と
こ
と　

今
回
の
質
問
の
岡
部
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
基
本
構
想
に
つ

い
て
、
学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
す
ぐ

に
実
現
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、

今
回
だ
け
に
限
ら
ず
訴
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
病
院
経
営
に
つ

い
て

岡
部
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
基
本
構
想
に
つ
い
て

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

藤
新
会

議
員

薮
崎
　
正
幸

藤
新
会

議
員

深
津
　
寧
子

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

寺
田
亜
記
子

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
と
ご
み
の
減
量
化

に
つ
い
て

選
挙
に
つ
い
て

新たなクリーンセンター（イメージ）

藤
枝
市
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
共
創
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
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問
令
和
８
年
度
地
域
移
行
に
向
け
て
の
課
題
と
方
向
性
に

つ
い
て

答
基
本
的
に
エ
リ
ア
制
も
し
く
は
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
に
よ

る
合
同
部
活
動
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
関
係
団

体
等
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
す
べ
て
の
生
徒
が
希
望
す

る
種
目
へ
参
加
が
可
能
と
な
る
体
制
を
整
え
た
い
。
令

和
５
年
度
か
ら
配
置
し
て
い
る
「
地
域
部
活
動
推
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
さ
ら
に
１
名
増
員
し
、
２
名

体
制
で
取
り
組
む
。
今
後
も
生
徒
や
保
護
者
の
声
を
生

か
し
な
が
ら
、
部
活
動
在
り
方
検
討
委
員
会
や
、
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問
ど
の
よ
う
に
捉
え
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て

答
化
学
物
質
の
安
全
性
・
危
険
性
に
つ
い
て
完
全
に
は
解

明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
策
や
安
全
な
予
防
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
国
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。

問
市
民
へ
の
更
な
る
周
知
啓
発
に
注
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か

答
化
学
物
質
過
敏
症
の
中
で
も
特
に
こ
の
「
香
害
」
に
つ

い
て
は
、
未
解
明
な
部
分
が
多
い
と
は
い
え
、
誰
で
も

日
常
的
に
使
用
す
る
身
近
な
家
庭
用
品
の
問
題
で
あ
る

割
に
ま
だ
ま
だ
ご
存
知
な
い
方
が
多
い
印
象
。
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
し
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
。

議
員
の
ひ
と
こ
と　

部
活
は
生
徒
の
気
持
ち
を
真
ん
中
に
!

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

八
木
　
　
勝

部
活
動
地
域
連
携
・
移
行
へ
の
課
題
と
方
向
性

香
害
と
化
学
物
質
過
敏
症

問
道
路
上
の
白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
箇
所
が
多
く
見

ら
れ
る
。
新
た
に
引
き
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

答
危
険
度
の
高
い
箇
所
や
、
学
校
周
辺
の
通
学
路
等
を
優

先
し
、
区
画
線
の
引
き
直
し
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
道
以
外
に
つ
い
て
は
、
県
道
の
管
理
者

で
あ
る
県
を
は
じ
め
、
横
断
歩
道
な
ど
交
通
規
則
に
係

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
警
察
に
対
し
随
時
、
区
画
線
の

引
き
直
し
を
要
請
し
て
い
る
。
市
道
に
お
い
て
は
速
や

か
に
対
応
す
る
た
め
、
９
月
補
正
予
算
で
計
上
し
、
危

険
度
の
高
い
路
線
を
中
心
に
、
区
画
線
の
塗
り
直
し
を

重
点
的
に
実
施
し
て
い
く
。

問
警
察
庁
は
令
和
８
年
９
月
か
ら
、
住
宅
街
な
ど
の
生
活

道
路
の
法
定
最
高
速
度
を
時
速
３０
キ
ロ
に
定
め
る
計
画

で
あ
る
。
２
年
後
と
い
わ
ず
、
藤
枝
市
は
こ
れ
を
先
取

り
し
市
民
運
動
と
し
て
取
り
組
み
た
い
が
如
何
か
。

答
生
活
道
路
に
お
け
る
法
定
速
度
は
、
警
察
庁
が
既
に
６

月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し

て
生
活
道
路
の
定
義
は
今
後
明
確
に
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
市
で
は
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
施
行
を
待
た

ず
に
生
活
道
路
の
条
件
な
ど
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
発
信
し
て
い
く
。

様
々
な
機
会
を
捉

え
て
、
地
域
や
関

係
団
体
と
共
に
市

民
へ
の
啓
発
に
努

め
、
強
い
気
持
ち

を
持
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
。

藤
の
ま
ち
未
来

議
員

遠
藤
久
仁
雄

市
民
と
共
に
、交
通
事
故
の
減
少
に
向
け
て（
続
編
）「交通事故は、いつでも、どこでも、だれにでも」

議会タウンミーティング開催について
「議会タウンミーティング」を下記のとおりの開催予定です。

令和６年10月12日(土)　14時～16時（受付開始：13時30分）青島北地区交流センター

令和６年10月19日(土)　14時～16時（受付開始：13時30分）西益津地区交流センター

令和６年10月20日(日)　14時～16時（受付開始:13時30分）藤枝市役所大会議室

議会活動報告や質疑応答、議員と市民の皆様との情報交換の場となります
ので、ぜひ多くの方のご参加をお願いいたします。

※参加申し込みは不要です。

※変更となる場合があります
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【
編

集
・

発
行

】
藤

枝
市

議
会

（
藤

枝
市

岡
出

山
一

丁
目

11番
１

号
）

 ☎
054･643･3552　

FA
X054･646･2030

E-m
ail　

gikai@
city.fujieda.shizuoka.jp

U
R

L   　
https://w

w
w

.city.fujieda.shizuoka.jp/

常任委員会審査レポート常任委員会審査レポート
ピックアップ！

　朝比奈地区の高齢者を対象に健康チェック、運動、交流、買い物支援をワン
ストップで実施するもの。
　令和６年度はモデル事業として実施するが、今回実施した課題等を整理した
うえで、継続していくための体制作りを検討していくことなどを確認し、委員
会としても可決すべきものと決定しました。

第39号議案　令和６年度藤枝市一般会計補正予算（第２号）
地域生活総合サポート事業費

総務委員会

　令和６年３月に発生した地すべりについて、地質調査や測量・設計
及び応急対策工事を実施するもの。現地では降雨による崩土があり、
水路閉塞などが発生している。現在、降雨予報の際には自治会長を通
じ、住人に自主避難を呼び掛けており、安全安心を確保するためにも
必要となる災害対策であることを確認し、委員会としても可決すべき
ものと決定しました。

健康福祉教育委員会

①発達に課題のあるこどもの居場所づくり事業について
②藤枝市立総合病院緩和ケア病棟について
「学校に行けない」あるいは「学校に行かないと選択している」こどもたち
の居場所づくりとして訪問支援、居場所支援、保護者支援を行う今年６月
24日に開所した「集まれ・遊笑舎！」（駅前２丁目）と、４月１日に開設
した藤枝市立総合病院の緩和ケア病棟について現地調査を行いました。

現地調査

建設経済環境委員会
第３９号議案　令和６年度藤枝市一般会計補正予算（第２号）
岡部町野田沢地内地すべり対策事業費

本会議可決

本会議可決

▲野田沢地すべり対策の現地審査の様子

９月定例月議会は、９月２日から10月３日までの32日間で開かれる予定です。
９月市議会定例月議会

☆藤枝市議会ホームページでも
　ご覧いただけます。

９月　　　２日　本会議１日目（☆）
　　　　　　　　議案上程等
　　　　１０日　本会議２日目（☆）
　　　　　　　　一般質問
　　　　１１日　本会議３日目（☆）
　　　　　　　　一般質問
　　　　１２日　本会議４日目（☆）
　　　　　　　　一般質問・議案質疑等
　　　　１３日　現地審査

９月　　１７日　常任委員会
　　　　１８日　決算委員会①
　　　　１９日　決算委員会②
　　　　２０日　決算委員会③
　　　　２４日　決算委員会④
１０月　　３日　本会議５日目・採決等（☆）
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